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オンラインプログラム「わたしと世界をつなぐSDGs」活動報告書

１．プログラム概要

● 開催日時：2023年7月14日（金）2校時　9：45～、3校時10：45～、4校時　11：45～

● 対象：船橋市立御滝中学校　第1学年　9クラス　290名

● 実施場所：船橋市立御滝中学校　教室

● プログラム内容

所要時間 内容種別 内容詳細

0:05 講義 導入（自己紹介・団体紹介・サモアの紹介）

0:03 講義 サモアの文化紹介＋ワーク導入

0:07 体験 ラバラバをつけてみよう

0:03 動画鑑賞

0:03 講義
サモアの社会課題について

SDGsとサモアの課題の関係

0:05 ワーク① サモアの課題にSDGｓを当てはめてみよう

0:07 講義 サモアの課題は私たちとつながっている

0:05 ワーク② エシカル消費のワーク

0:05 講義 エシカル消費の解説

0:03 講義 まとめ

0:04 アンケート記入 質疑応答・アンケート記入



● 当日の様子



２．事後アンケート結果（238名回答）

＜アンケート結果概要＞

● 受講者のプログラムの満足度は10点満点中、平均で8.35点であった。
● 約84％の受講者が、プログラム受講前と比べ、世界との（心の）距離が「近くなった」または「やや近くなっ

た」と回答した。
● 約34.9％の受講者が、SDGsの言葉が表す意味または考え方を説明することができると回答した。
● 約64.3％の受講者が、今回のような世界の事柄について知ることができるプログラムがあれば「参加した

い」「どちらかと言えば参加したい」と回答した。

＜アンケート結果詳細＞

【質問1】 本日のプログラムに対するあなたの満足度を教えてください。（数字が大きいほど満足）

（平均…8.35ポイント）



【質問2】プログラムの内容は難しかったですか？

【質問3】プログラム受講前と比べ、受講後のあなたと世界の心の距離に変化はありましたか？



【質問4】プログラム受講後のあなたと世界の心の距離を10段階で表すとすると、どのくらいの距離感ですか？（数
字が大きいほど近い）

　　（平均…6.93ポイント）

※参考（プログラム実施前）

あなたと世界の心の距離を10段階で表すとすると、どのくらいの距離感ですか？（数字が大きいほど近い）

　　（平均…5.35ポイント）



【質問5】あなたはSDGsの言葉が表す意味や考え方を説明することができますか。次のうち、最も当てはまる選択
肢を選んでください。

【質問6】今回のような世界の事柄について知ることができるプログラムがあれば、また参加したいと思いますか。



【質問7】今日のプログラムであなたが一番心に残った話は何ですか？

感想やご意見、質問など、ご自由にお書きください。

（以下、一部抜粋）

● サモア人がどんな課題を抱えていてどのように取り組んでいるのかが知ることができました。
● SDGsをできるだけ多くの人が意識して日々過ごして、達成できればいいなと思いました。また、世界と日本

は離れていても心は繋がっているんだなと思いました。
● サモアのことについて、授業では浅かった知識がより深まって、何かに生かしていきたいと思いました
● 日本とはぜんぜん違う生活しててびっくりした！
● 服が日本には無いような感じで不思議だった。
● 世界と自分はあまり近くには感じていなかったけれど、今回の授業でそんなに遠くの話じゃないことがわ

かった
● 自分は世界に関係ないと思っていたけど世界に繋がっていることを知れて良かった
● 初めてサモア人の服を着れてなんか面白いし風通しが良かった。
● こういう体験などがあるならまた参加したい
● サモアはすごく楽しそうな国だと思ったけど、生活習慣病などになったりすると知って、解決できるところは

自分達も協力したいと思いました。
● 肥満の人たちが、SDGsの貧困をなくそうと関わりがあることにびっくりしました。
● エシカル消費というものに気を配ってものなどを買いたいと思いました。
● 私達先進国の活動が、小さな国々の環境などに影響を及ぼしていることを、改めて感じました。
● 日本のSDGsの達成度がまだまだだったので、そこがびっくりしました。2030年まであと7年しかないため、

みんなで達成できるようにしたいと思いました。
● SDGsの課題について、今まで思いもしなかった自分と世界との距離を自覚しました。OTAGsの学習の考

えも大きく変わりました。本当にありがとうございました！



● SDGsについて私にできる事などあるのだろうかと思っているけど、エシカル消費などの話を聞いて自分が
少し意識するだけでちょっとSDGsに貢献できる事が分かった。私に今、害がなくても私達のせいでサモア
などの人に害を与えてしまうからSDGsをしっかり意識して自分にできる事をしたい。

● ”自分がよければ”ではなく、「世界」の様々な環境や人のことまで考えて行動したいと思いました。
● サモアの洋服を着る体験がとても楽しかった。ガールスカウトをやっていて、もともとSDGSには興味があっ

たけど、今日の話を聞いてもっと興味を持った
● サモアなどの環境問題は、私達人間が発展するためにできたことだということがすごく心に残った。そして、

一番環境に優しくて、人間が過ごしやすい住み方は、火力発電のない大昔の人間のような暮らし方が一番
いいと思った。

● サモアでの問題が、以前受けた授業よりも詳しく分かりました。
● 講師の先生の体験談なども混ざっていたので親しみを持てました。
● これを機に世界のSDGSの問題にもっと関心を持って生活していきたい
● 短い時間だったけど、貴重なサモアについての話やSDGsについての話が聞けてよかった。最近では

SDGs個人調べもあるから、より深く自分ごとにSDGsのことについて考えていきたい。
● サモアと日本が全然服装とかが違ってびっくりした。（男の人もスカートのように腰に巻く）
● 聞いていてSDgsにつてもサモアについても、もっと知りたいと思った

３．全体を通して

　今回御滝中学校１学年9クラスの生徒の皆さんに、３回の授業を通して、「セカイ toジブン」プロジェクトの講義を
実施させていただきました。内容はサモアの文化から、SDGsとサモアの課題、エシカル消費など多岐に渡っていた
のもあり、生徒さんにとって深い学びになるかを懸念しておりましたが、アンケート結果から、生徒さんそれぞれが学
び・考えた感想をいただくことができ、微力ではございますが生徒さんの学びに寄与できたのかなと自負しておりま
す。またこのような機会がございましたら、可能な限りお手伝いできればと思いますので、下記連絡先までお声掛け
いただければ幸いでございます。

＜連絡先＞

メールアドレス：info@lumanai-milai.com（団体）

団体公式ホームページ：https://lumanai-milai.com/

mailto:info@lumanai-milai.com
https://lumanai-milai.com/

